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学 位 論 文 内 容 の 要 冒

自己組織化ペプチ ドPuraMaLrixはこれまで機能的細胞培養の培地として利用されていた

16残基のペプチ ドである｡今回われわれは､ヒトにおける直腸癌手術後の骨盤リンパ礎にお

けるPuraMatrixの安全性とシーリング効果を検証する臨駐試験を行った｡(方法〉直腸癌に

対 して手術を施行 した計 20例の患者を解析 したO骨盤剥離後の領域にPuraMatrixを使用し

た 10例に対 し､従来の方法で手術を施行 した 10例を対象とし､術後 ドレーン抜去までの排

液量を比較 した｡く結果〉術後 3ヶ月のフォローアップにおいて､PuraMatrixを投与された患

者群にいかなる異常所見あるいは有害事象を認めなかった｡puraMatrixを使用した群におい

て術後の ドレーン排液量は有意に減量 していた.く結論〉PuraMatrixは骨盤領域の術後リンパ

痩管理において､安全で有効な生体適合性を持ったシーリング材料になると考えられる｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は,自己組織化ペプチ ドPureMatTixを直腸癌手術後の骨盤リンパ渦に対し使用

した時の安全性とシーリング効果につき検討したものである.本材使用により.術後 ドレ

ナージ量が有意に減少し,長期フォローアップにても有害事象の発生していないことを証

明している.また,木材は液体のため,外科的止血経の困難な仙骨部出血の止血や腹腔鏡

手術でも使用可能であることを報告している.

以上より,PureMatrixが骨盤領域の術後リンパ漏管理において,安全で有効な生体シ

ーリング材料になること,･他の外科領域手術でも応用できることを証明し,重要な知見を

得たものとして価値ある業績であると認める.

よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める･


